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1つの題材から習熟度に

合わせた教材を瞬時に
書き分けます。

単元に合わせた興味を惹く導
入案をAIが即座に提案します。





参考資料

出典：
文部科学省初等中等教育局
令和６年 12 月 26 日



1.現行の成果・課題を踏まえた改善の方向性 （２）現状の課題

令和８年６月2６日

文部科学省
社会・地理歴史・公民
ワーキンググループ
資料２
社会、地理歴史、公民

WGの取りまとめについて
より



1.現行の成果・課題を踏まえた改善の方向性 （３）改善の方向性

令和８年６月2６日

文部科学省
社会・地理歴史・公民
ワーキンググループ
資料２
社会、地理歴史、公民

WGの取りまとめについて
より



５.学習・指導・評価の改善充実のあり方
（１）課題を追究・解決する学習の充実

令和８年６月2６日

文部科学省
社会・地理歴史・公民
ワーキンググループ
資料２
社会、地理歴史、公民

WGの取りまとめについて
より



５.学習・指導・評価の改善充実のあり方
（１）課題を追究・解決する学習の充実

令和８年６月2６日

文部科学省
社会・地理歴史・公民
ワーキンググループ
資料２
社会、地理歴史、公民

WGの取りまとめについて
より



【実践事例】
勝浦町立勝浦中学校 大谷啓子教頭先生
（前 鳴門教育大学附属中学校 教諭）



【実践事例】
勝浦町立勝浦中学校 大谷啓子教頭先生
（前 鳴門教育大学附属中学校 教諭）

生成ＡＩの活用実践

〇教師のＡＩ活用（Copilot）
（１）単元構想
（２）授業設計
（３）授業実践
（４）評価

〇生徒のＡＩ活用（クアリア）
（１）授業の導入（見通し）
（２）課題解決
（３）授業の終末（振り返り）
（４）再提出・深化／学習履歴



生成ＡＩの活用実践（教師）

〇単元構想
（１）目標・評価規準・生徒像の整合性チェック
（２）単元デザインの妥当性の検証
（３）問題場面の改善提案

〇授業設計
（１）各時間の学習課題の精査
（２）発問・資料・活動案の改善
（３）授業構造の論理的整合性の確認

【実践事例】
勝浦町立勝浦中学校 大谷啓子教頭先生
（前 鳴門教育大学附属中学校 教諭）



各授業の学習課題の による精査AI

時間 設定した学習課題 の返答AI

第１次 私たちの生活における国や地方公 生活実感とつなげ自分事化しやすい。役

共団体の役割は何でしょうか。 割の全体像をつかむ出発点として適切。

第２次 税にはどのようなしくみがあるの 財政の基盤としての税の役割を理解する

でしょうか。 時間。制度的理解を深めるのに必要。

第３次 人間らしい生活を保つために、ど 社会保障の意義と仕組みを考える時間。

のようなしくみがあり、何によっ 生活と制度のつながりを実感できる構成

て支えられているのでしょうか。 で適切。

第４次 少子高齢化において、社会保障制 現代的な課題に対して多面的に考えら

度を維持・改善させるためには、 れ、対立と合意、効率と公正という見方

何が必要でしょうか。 ・考え方が働く構造になっている。

第５次 単元の振り返り。単元を貫く問い 単元を貫く問いに立ち返り、自分の答え

、 。の答えの記述。 を記述することは 深い学びにつながる

【実践事例】
勝浦町立勝浦中学校 大谷啓子教頭先生
（前 鳴門教育大学附属中学校 教諭）



生成ＡＩの活用実践（教師）

〇単元構想
（１）目標・評価規準・生徒像の整合性チェック
（２）単元デザインの妥当性の検証
（３）問題場面の改善提案

〇授業設計
（１）各時間の学習課題の精査
（２）発問・資料・活動案の改善
（３）授業構造の論理的整合性の確認

【point】
自分の考えをもって、ＡＩに質問する
（授業デザインの条件設定）

↓
自信をもって取り組むことができる

※ゼロから丸投げではない！

【実践事例】
勝浦町立勝浦中学校 大谷啓子教頭先生
（前 鳴門教育大学附属中学校 教諭）



〇授業実践
（１）生徒の見直し・振り返りの一元把握

〇評価
（１）生徒記述の自動評価（一次評価）
（２）特徴抽出・改善点提示
（３）教師の専門的判断で最終評価

生成ＡＩの活用実践（教師）

【point】
AIによる評価支援をもとに、
教師自身が最終評価を行う

【実践事例】
勝浦町立勝浦中学校 大谷啓子教頭先生
（前 鳴門教育大学附属中学校 教諭）



クアリアちゃん（AI）

【実践事例】
勝浦町立勝浦中学校 大谷啓子教頭先生
（前 鳴門教育大学附属中学校 教諭）



生成ＡＩの活用実践（教師）

≪生成ＡＩを活用するメリット≫

＊教材研究の効率化
・資料整理や評価規準の精緻化
・授業構造の論理的整合性の確認
・ＡＩの助言を複数回吟味し、教師の専門性で補正
→教材研究の質と速度が大幅に向上

【実践事例】
勝浦町立勝浦中学校 大谷啓子教頭先生
（前 鳴門教育大学附属中学校 教諭）



〇「見通し → 課題解決 → 振り返り」 の学習過程の構築

① 導入（見通し）
・ 各時間の学習課題について、自分の予想を入力（自分の見通しの言語化）

・ 他者の見通しを閲覧（視点の拡張）

② 課題解決
・ 語句や概念の疑問をＡＩに質問（即時支援）

・ 思考停滞時にＡＩの問い返し
「別の立場では？」 「影響を受けるのは誰か？」

・ 多面的・多角的な考察への思考を拡張

生成ＡＩの活用実践（生徒）

【実践事例】
勝浦町立勝浦中学校 大谷啓子教頭先生
（前 鳴門教育大学附属中学校 教諭）



【実践事例】
勝浦町立勝浦中学校 大谷啓子教頭先生
（前 鳴門教育大学附属中学校 教諭）



〇「見通し → 課題解決 → 振り返り」 の学習過程の構築

① 導入（見通し）
・ 各時間の学習課題について、自分の予想を入力（自分の見通しの言語化）

・ 他者の見通しを閲覧（視点の拡張）

② 課題解決
・ 語句や概念の疑問をＡＩに質問（即時支援）

・ 思考停滞時にＡＩの問い返し
「別の立場では？」 「影響を受けるのは誰か？」

・ 多面的・多角的な考察への思考を拡張

生成ＡＩの活用実践（生徒）

【point】
AIを使って、見方・考え方
を働かせやすくする
（複数視点や対立と合意、
効率と公正など）

【実践事例】
勝浦町立勝浦中学校 大谷啓子教頭先生
（前 鳴門教育大学附属中学校 教諭）



〇「見通し → 課題解決 → 振り返り」 の学習過程の構築

③ 終末（振り返り）
・ 学習課題の答えを自分で考えて入力（思考の可視化）

・ 他者の振り返りを閲覧（比較・再構成）

・ ＡＩからの良い点や改善点についてのフィードバック

生成ＡＩの活用実践（生徒）

【実践事例】
勝浦町立勝浦中学校 大谷啓子教頭先生
（前 鳴門教育大学附属中学校 教諭）



【実践事例】
勝浦町立勝浦中学校 大谷啓子教頭先生
（前 鳴門教育大学附属中学校 教諭）



〇「見通し → 課題解決 → 振り返り」 の学習過程の構築

③ 終末（振り返り）
・ 学習課題の答えを自分で考えて入力（思考の可視化）

・ 他者の振り返りを閲覧（比較・再構成）

・ ＡＩからの良い点や改善点についてのフィードバック

生成ＡＩの活用実践（生徒）

【point】
AIを使うことで、
記述の質を高める

【実践事例】
勝浦町立勝浦中学校 大谷啓子教頭先生
（前 鳴門教育大学附属中学校 教諭）



〇「見通し → 課題解決 → 振り返り」 の学習過程を経て

＊ＡＩの助言を踏まえることで、
根拠の明示や用語の適切化、論理の一貫性が向上

＊特定の視点による記述 → 複数視点や自分事化の記述

＊自分の思考の過程が記録され、ポートフォリオとしても活用できる

生成ＡＩの活用実践（生徒）

【point①】
社会的認識力の向上

【point②】
社会の見方が変わっ
たとの自己評価

【実践事例】
勝浦町立勝浦中学校 大谷啓子教頭先生
（前 鳴門教育大学附属中学校 教諭）



≪ ま と め ≫

＊【教師】授業の論理性・整合性・評価の質を高める

＊【生徒】思考の可視化・拡張・深化を支える

＊【二重の伴走構造】 → 社会的認識力の向上と学びの質の向上

【point】
自分の考えをもって「これでどうですか？」
と聞く相手がＡＩです！
この授業（単元）で
何を生徒に学ばせたいか、 身に付けさせたいか、を
しっかりと考えておくことが大切です。
そのためのプロンプトをＡＩに投げかけましょう。

【実践事例】
勝浦町立勝浦中学校 大谷啓子教頭先生
（前 鳴門教育大学附属中学校 教諭）



AIとクアリアを活用した授業実践のプロセス

参考資料

【実践事例】
勝浦町立勝浦中学校 大谷啓子教頭先生：作



参考資料

【実践事例】
勝浦町立勝浦中学校 大谷啓子教頭先生：作
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